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2025 年 6 ⽉ 5 ⽇ 
 

2025 年度第 1 回「内航技術勉強会」を開催 
ハイブリッド型 EV 船・船内作業ゼロシステム船を検討します 

 
内航に適したカーボンニュートラル船・新 3K 職場実現の船員にやさしい労働環境改善船
の実現に必要な新技術を検討するため、内航海運、内航造船所、関係機関等の産学官で構
成される「内航技術勉強会」の 2025 年度第 1 回⽬の会議を開催しました。 
今年度は、勉強会にワーキンググループを設置し、内航のハイブリッド型 EV 船・船内作業
ゼロシステム船を検討します。 

 
１．勉強会の⽬的 
 内航海運分野の課題であるカーボンニュートラルの実現と船員の労働環境改善のため、内

航海運、内航造船所、⼤学・研究所等の関係機関等の各ステークホルダーで構成される「内
航技術勉強会」を 2024 年度に発⾜しました。勉強会は、⽇本船舶技術研究協会の研究開
発促進事業基⾦事業として実施し、⽇本造船技術センターが勉強会事務局を務めています。 

 勉強会では、例えば、他産業が労働者⾼齢化・若者離れ防⽌のために従来の 3K から新
3K にシフト（給与・休暇・希望）する中、内航海運で新 3K 職場を実現するために必要
な船員の労働負荷の把握と新技術による労働負荷の軽減など、各ステークホルダーから
の意⾒を踏まえ内航海運に関連する技術的課題の現状把握と解決⽅法を整理します。 

 2024 年度では、課題解決のための研究開発として次の 3 テーマの検討を⾏いました。 
①内航ハイブリッド型 EV 船の開発（電気推進・船内電⼒供給システム） 
②内航デュアルフューエル型代替燃料船の開発（代替燃料省エネ船型） 
③船内作業ゼロシステム船の開発（機関室作業ゼロ・荷役作業ゼロ） 

 勉強会は、今年度に 3 回開催することを予定しています。勉強会の検討結果は、今年度末
に開催予定の最終回の勉強会で審議の上、公表する予定です。 

 2024 年度の勉強会の活動成果は、⽇本船舶技術研究協会ホームページ（会員ページ）に
てご覧になることができます。 

※⽇本船舶技術研究協会 HP 研究開発関連の成果報告書「内航船舶の新技術に関する調査研究」 
 https://www.jstra.jp/a4b02/a4b2c01/post_216.html 
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２．2025 年度第 1 回勉強会 
 5 ⽉ 28 ⽇に勉強会を web 会議にて開催しました。 
 内航海運のカーボンニュートラルと船員の労働環境改善の実現に向けての意⾒交換を⾏

い、内航ハイブリッド型 EV 船と船内作業ゼロシステム船の開発課題の具体化のため、ワ
ーキンググループを発⾜し、勉強会メンバーに加えメーカー等にも参加を依頼します。 

 ワーキンググループでは、特に両者共通の機関室の電動化・⾃動化対応の環境整備（状態
監視検査・M0 船基準）と新規開発が必要な作業ゼロシステムの開発課題（タンク洗浄⾃
動化等）を具体化する予定です。 

 次回勉強会は、秋ごろに開催予定です。 

 

 

勉強会ワーキンググループの活動計画 
（左︓機関室の電動化・⾃動化、右︓荷役作業ゼロシステム） 

 
【本件に関する問い合わせ先】 

（⼀財）⽇本船舶技術研究協会  
研究開発グループ 松本（まつもと）・⻑崎（ながさき） 

  TEL︓03-5575-6428、E-mail︓rdu@jstra.jp  
（⼀財）⽇本造船技術センター  

総合コンサルティング事業室 松井（まつい）・福島（ふくしま） 
 TEL︓0422-40-2826、E-mail︓consulting@srcj.or.jp 

 


